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１ は じ め に

2013年の宮城県における夏期の気象は、7月第4半

旬～8月第1半旬にかけて低温寡照であったが、8月

第2半旬以降高温多照となり、水稲の作柄は10a当た

り収量が552kg/10a、作況指数104、一等米比率は93.

2％となった。そこで夏期の気象が収量と品質に及

ぼした影響について調査したので報告する。

２ 試 験 方 法

気象経過については、古川アメダスの観測データ

を用いた。調査は、定点調査として宮城県古川農業

試験場の水稲作況試験ほにおいて中生品種「ひとめ

ぼれ」（以下作況試験ほ）と、現地調査ほとして宮

城県水稲生育調査ほの中から「ひとめぼれ」栽培ほ

場23カ所（以下生育調査ほ）を用いた。不稔調査は、

作況試験ほの出穂後25日に平均穂数の5株を用いた。

登熟調査は、作況試験ほの5月10日移植「ひとめぼ

れ」を出穂後15日から50日まで5日間隔で平均穂数

の5株を用いた。収量、品質調査は成熟期の坪刈り

サンプルを用いて、千粒重、玄米品質分析（穀粒判

別機 S社 RGQI 20）を行った。

３ 試験結果及び考察

(1)収量

県平均出穂期（8月6日）前の7月第4半旬～8月第1

半旬まで、気温、日照時間とも平年を下回った（図

1）。低温の程度を数字化した冷却度は過去と比較

し、程度はやや低く発生期間はやや長くなったが（デ

ータ略）、不稔程度は出穂時期に関係なく全般に低

く（データ略）、冷害と日照不足による被害は少な

かった（2013作物統計）。8月第2半旬以降高温多照

に経過し、玄米の登熟は平年より早く進展し（図2）、

籾と玄米の千粒重は、平年よりやや小さくなったが、

籾に対する玄米の充填率は平年より高くなった（図

3）。粒厚別の粒重比は、2.0mmが最も多く平年より

小さくなった（図4）。収量構成要素は、㎡当たり

穂数はやや少く、1穂籾数はやや多く、㎡当たり籾

数はやや多く、登熟歩合はやや高く、千粒重はやや

低く、精玄米重はやや多くなった（データ略）。

(2)品質

出穂後20日間の平均気温、日較差、日照時間は平

年を大きく上回り（図5、データ一部略）、整粒歩

合が早くから高くなった（図2）。穂揃期以降の乾

物重増加と穂への転流は、平年より穂／茎葉重比が

高く、良好に転流したとみられた（図6）。穂揃期

葉色と白未熟粒比に負の相関が認められた（図7）。

４ ま と め

収量は、出穂後の高温多照により登熟の促進によ

りやや多くなったと考えられた。玄米の千粒重低下

は、出穂前の低温寡照により、稲体の炭水化物蓄積

量が不足し、籾殻の肥大が抑制されたと考えられ、

既報告1)2)と同様であった。

品質は、出穂後高温多照により光合成が旺盛とな

り、玄米粒の伸長と粒重の増加が高まり、整粒歩合

が高くなったため、高品質になったと考えられる。

さらに、日較差が大きいことが、同化産物の転流を

促進させたと考えられた。
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図１ 出穂期前後の気温と日照時間（古川アメダス）
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図２ 玄米の登熟状況 図３ 籾と玄米の千粒重

（作況試験ほ：5/10移植「ひとめぼれ」） （作況試験ほ：5/10移植「ひとめぼれ」）

注）充填率＝精玄米千粒重/精籾千粒重×100

図４ 玄米の粒厚別粒重比 図５ 出穂後20日間の日照時間の推移

（生育調査ほ：「ひとめぼれ」） （古川アメダス）

図６ 穂揃期と成熟期の乾物重 図７ 穂揃期の葉色と白未熟粒の関係

（作況試験ほ：5/10移植「ひとめぼれ」） （生育調査ほ：「ひとめぼれ」）
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